
 

令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【福島県】 

学校名【田村市立緑小学校】 

１ 実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２ 実施対象者 

（学 年 ･人 数） 
５学年  ９名   

６学年  ４名         計１３名 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 総合的な学習の時間、道徳 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

「車椅子バスケット」に触れる機会を通して、ハンディキャッ

プを乗り越えてたくましく生きる人から学び、自分の将来をより

よくするための意識を高めることができる。 

５ 取組内容 ○ 全校集会（７月） 
パラリンピックの聖火リレートーチに触れ、オリンピック・パラリン

ピックへの興味と関心を高めた。 

 
○ 道徳（１１月） 

パラリンピックに関わる人々の話に触れ、困難に負けずに挑戦

する人について考えを深めた。 

 
 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



○ 総合的な学習の時間（１１月） 

  「講演・体験活動」 

 実施内容：車椅子バスケットから学ぼう 

 
 

 
 

車椅子バスケットについて、実際に体験したり、講話を聴いた

りして理解を深めた。車椅子バスケットの選手から、ハンディキ

ャップを乗り越えていくたくましい生き方について学んだ。 

６ 主な成果 

 

○ パラリンピックについての体験活動を通して、子ども達の興

味関心が高まり、視野が広がった。 

○ パラリンピアンからの講話を聞いたり、パラリンピックの競

技種目である車椅子バスケットを体験したりすることで、困難

に負けずに前向きに生きる大切さを学んだ。 

７ 実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

○ 山間部の小規模校であるので、一人一人が実際に体験できる 

活動をできるだけ盛り込めるよう、工夫した。（トーチに触れ

たり、車椅子で競技したりするなど） 

８ 主な課題等 ○ トーチは、全校生が触れることができたが、車椅子バスケッ 

トの授業は、体験できる学年が限られてしまった。授業の持ち

方、活動のさせ方を工夫できるとよかった。 

９ 来年度以降

の実施予定 

○ 障がいがある人も含めて、いろいろな人々がともに生きてい 

ることに気付くことができた。視野を広げ、身の回りの物事に

ついて考えていく力を、次年度取り組むSDGｓの学習へとつ

なげていきたい。 

 


